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一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。
一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。
一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。
一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。

基本方針

地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践

基本理念

富貴寺の南天
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肌のぬくもりある医療



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
４
年
の
年
頭
に
際
し
、
コ
ロ
ナ
禍

の
終
息
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

当
医
師
会
病
院
は
、
平
時
に
は
地
域
医
療

支
援
病
院
と
し
て
市
中
医
療
機
関
の
診
療
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
こ
の
地
域
唯
一
の
第
二

次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
日
夜
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
の
蔓

延
や
災
害
な
ど
緊
急
時
に
は
そ
れ
ら
の
危
機

に
即
応
す
る
病
院
で
あ
り
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
宇
佐
市
及
び
豊
後
高
田
市
の

医
師
会
員
が
運
営
す
る
医
療
機
関
を
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
よ
り
高
度
な

医
療
設
備
と
看
護
体
制
の
整
っ
た
病
院
で
の

診
断・治
療
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
、
別
府
市
、

大
分
市
、
中
津
市
や
北
九
州
市
な
ど
、
自
宅

か
ら
遠
く
離
れ
た
病
院
に
入
院
さ
れ
た
場
合
、

患
者
さ
ん
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
付
き

添
わ
れ
る
ご
家
族
に
も
計
り
知
れ
な
い
負
担

が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。
当
医
師
会
病
院
は
、

そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
た
め
に
、

地
元
の
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
医
師
会
病
院

は
、
大
分
大
学
と
九
州
大
学
及
び
大
分
県
か

ら
医
師
の
派
遣
を
受
け
て
、
派
遣
元
と
緊
密

に
連
携
し
、外
科
（
特
に
消
化
器
）、循
環
器
科
、

消
化
器
内
科
を
中
心
と
し
た
レ
ベ
ル
の
高
い

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け

の
先
生
に
宇
佐
高
田
医
師
会
病
院
の
受
診
を

ぜ
ひ
ご
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
夏
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
以

来
、
最
大
の
第
５
波
の
感
染
拡
大
に
見
舞
わ

れ
、
こ
の
宇
佐
高
田
地
域
に
お
い
て
も
多
く
の

感
染
者
が
出
ま
し
た
が
、
当
医
師
会
病
院
が
重

点
医
療
機
関
に
な
り
、
一
般
病
床
36
床
を
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
専
用
病
床
に
切
り
替
え
て
対
応

し
た
た
め
、
そ
の
他
の
市
中
医
療
機
関
の
一
般

診
療
は
、
な
ん
と
か
通
常
通
り
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
発
熱
患
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
入
院
受
け
入
れ
、
そ
し
て

市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
、
こ
の
地
域
の

理事長

西村　正幸

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
多
く
の
部
分
を
当
医
師

会
病
院
が
担
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
医

療
機
関
の
診
療
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
大
き
な

混
乱
に
陥
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
医
師
会
病
院

の
存
在
価
値
が
広
く
深
く
再
認
識
さ
れ
た
と
、

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
医
師
会
病
院
と
地

域
医
療
を
守
る
た
め
に
、
自
ら
の
感
染
の
リ
ス

ク
を
承
知
し
な
が
ら
高
い
使
命
感
を
も
っ
て

そ
こ
で
働
く
、
柏
木
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
す

べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ

こ
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
当
医

師
会
病
院
は
重
点
医
療
機
関
と
し
て
本
年
も
、

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
最
前
線
で
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
と
対
峙
し
ま
す
。
そ
の
た
め
感
染

拡
大
の
折
に
は
、
一
般
診
療
や
救
急
医
療
の
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
節
は
事
情
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
、
ご
容
赦
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

併
設
す
る
地
域
成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー
で

は
、
施
設
内
検
診
（
県
保
協
会
検
診
、
市
町
村

職
員
共
済
検
診
、国
保
ド
ッ
ク
、施
設
ド
ッ
ク
、

公
立
学
校・地
方
職
員
ド
ッ
ク
、
教
職
員
検
診
、

脳
ド
ッ
ク
、
特
定
検
診
）、
学
童
検
診
、
巡
回

検
診
を
行
う
こ
と
で
、
宇
佐
市
と
豊
後
高
田
市

の
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
健
康
管
理
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
状
況
を
考
慮
し
、
利
用
者
の
安
全
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
検
診
業
務
を
遂
行
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
感
染
を
恐
れ
て
受
診
を
た
め
ら
っ

た
た
め
に
、
重
大
で
深
刻
な
疾
病
の
発
見
が

遅
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
の
で
、
毎
年
欠
か
さ
ず
受
診
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
医
療
と
疾
病
の
予
防
・
早
期
発

見
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
宇
佐
高
田

医
師
会
病
院
と
地
域
成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
維
持
し
、
さ
ら
に
機
能
を
増
強
す

る
た
め
に
、
宇
佐
市
医
師
会
は
宇
佐
市
と
協

力
し
て
、
両
施
設
の
移
転
・
建
て
替
え
の
準

備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
の
12
月
市

議
会
で
移
転
・
建
て
替
え
の
基
本
計
画
を
説

明
し
、
こ
れ
を
当
医
師
会
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
移
転
・
建

て
替
え
の
早
期
実
現
に
向
け
て
準
備
作
業
を

加
速
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
健
康
管
理
と
疾
病
か
ら
の

健
康
回
復
に
ま
す
ま
す
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、

今
年
も
医
師
会
及
び
宇
佐
高
田
医
師
会
病
院

並
び
に
地
域
成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー
の
職
員

一
同
、
鋭
意
努
力
い
た
す
所
存
で
す
の
で
、
地

域
の
よ
り
多
く
の
皆
様
に
両
施
設
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
年
も
お
め
で
と
う
と
い
う
言
葉
が
憚
ら

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
す
が
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
だ
っ
た
か
と
言
う
と
そ
う
で
も
な
く
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
日
本
は
金

27
個
を
含
む
合
計
58
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

松
山
英
樹
選
手
が
ア
ジ
ア
人
初
の
マ
ス
タ
ー

ズ
ゴ
ル
フ
で
優
勝
。
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で

は
大
谷
翔
平
選
手
が
二
刀
流
で
大
活
躍
し
Ｍ

Ｖ
Ｐ
を
獲
得
。
眞
鍋
淑
郎
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
受
賞
な
ど
日
本
人
の
輝
か
し
い
活
躍

も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
13
個
目
の
変
異
株
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
今
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

で
す
。
当
初
変
異
株
は
最
初
に
見
つ
か
っ
た

国
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
偏
見
に

つ
な
が
る
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
順
番
で
呼
ぶ
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
。
デ
ル
タ
株
の
デ
ル
タ
は
４
番
目
で

す
の
で
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
の
間
に
実
は
８
個

の
変
異
株
が
見
つ
か
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

余
談
で
す
が
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
13
番
目
は

ニ
ュ
ー
（
ν
）
で
す
が
英
語
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
と
混

同
す
る
か
ら
と
と
ば
し
、
次
の
ク
サ
イ
（
ξ
）

は
英
語
で
ｘ
ｉ
と
な
り
習
近
平
国
家
主
席
の

苗
字
と
同
音
と
な
る
た
め
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
忖
度

し
た
と
噂
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
陰
で
、
本
当

は
15
番
目
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
な
り
、
ど
こ
か

の
国
の
、
自
粛
自
粛
で
お
な
じ
み
の
新
型
コ

ロ
ナ
分
科
会
の
会
長
の
苗
字
と
同
じ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
昨
年
末
ま
で
に
３
０
０
名
の
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
の
入
院
を
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
６
月
に
は
院
内
感
染
が
発
生
し
、

院　長

柏木　孝仁

患
者
様
や
患
者
ご
家
族
に
は
ご
心
配
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
宇
佐
、
豊
後
高
田
地
域
の
発
熱
外

来
も
一
手
に
引
き
受
け
、
延
べ
約
３
５
０
０

回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
宇
佐
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
も
、
拠
点
病
院
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
の

保
管
管
理
、
配
送
、
集
団
接
種
会
場
の
設
営

と
管
理
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
３
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
同
様
に
当
院
を

中
心
と
し
て
、
集
団
接
種
、
個
別
接
種
を
行

う
予
定
で
す
。
特
に
当
院
で
は
モ
デ
ル
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
優
先
的
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
騒
動
に
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
大
災

害
が
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
１
月
早
々
に
ト
ン
ガ
沖

で
海
底
火
山
が
噴
火
し
、
東
南
海
地
震
へ
の

関
連
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
は
災
害

拠
点
病
院
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
病
院
で
あ
り
、

大
災
害
時
は
当
院
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
住

民
の
生
命
、
健
康
を
守
る
責
任
を
担
っ
て
お

り
、
現
在
も
油
断
す
る
こ
と
な
く
常
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
災
害
時

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
状
況
を
考
慮
し
、
利
用
者
の
安
全
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
検
診
業
務
を
遂
行
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
感
染
を
恐
れ
て
受
診
を
た
め
ら
っ

た
た
め
に
、
重
大
で
深
刻
な
疾
病
の
発
見
が

遅
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
の
で
、
毎
年
欠
か
さ
ず
受
診
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
医
療
と
疾
病
の
予
防
・
早
期
発

見
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
宇
佐
高
田

医
師
会
病
院
と
地
域
成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
維
持
し
、
さ
ら
に
機
能
を
増
強
す

る
た
め
に
、
宇
佐
市
医
師
会
は
宇
佐
市
と
協

力
し
て
、
両
施
設
の
移
転
・
建
て
替
え
の
準

備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
の
12
月
市

議
会
で
移
転
・
建
て
替
え
の
基
本
計
画
を
説

明
し
、
こ
れ
を
当
医
師
会
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
移
転
・
建

て
替
え
の
早
期
実
現
に
向
け
て
準
備
作
業
を

加
速
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
健
康
管
理
と
疾
病
か
ら
の

健
康
回
復
に
ま
す
ま
す
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、

今
年
も
医
師
会
及
び
宇
佐
高
田
医
師
会
病
院

並
び
に
地
域
成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー
の
職
員

一
同
、
鋭
意
努
力
い
た
す
所
存
で
す
の
で
、
地

域
の
よ
り
多
く
の
皆
様
に
両
施
設
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

に
速
や
か
に
対
応
で
き
な
い
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
大
災
害
が
起
き
な
い
う
ち
に
、
次
の
感

染
症
が
拡
が
る
前
に
新
病
院
へ
の
建
て
替
え

を
完
了
し
た
い
と
、
自
治
体
と
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
に
も
応
援
の
ご
協
力
の
程

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
今
年
一
年
が
よ
り
良
い

一
年
で
あ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶
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当院では、医療連携室内に入院支援部門として設置され、支援に取り組んでいましたが、今後、さら
に入院支援の強化に向けて、2021年11月より、新たに1階に入院支援室（医療連携室分室）を開設
しました。

2018年4月からの診療報酬改正で「退院支援」から「入退院支援」と名称が変更され、入院直後か
らではなく、入院する前から退院に向けた支援がスタートしました。

入院支援室では、当院の基本理念である「肌のぬくもりある医療」を実践し、
笑顔で丁寧な対応を心がけています。

●予約入院の患者様を対象とし、科別の説明用紙に沿って治療・検査・休薬・食事など、丁寧でわ
かりやすい説明を行うことで、入院後のイメージができ、安心して入院生活が送れるように努め
ています。

●入院支援看護師は患者様の状態を把握し、入院中や退院後に予測される問題点を明らかにし、
早期から多職種と連携することで退院支援につながるように努めています。

●入院支援看護師は入院時に病棟まで御案内し、患者様の不安や緊張の緩和に努めています。

●服用中の薬剤について確認し、必要な情報を薬剤師と共有することで服薬指導に役立てています。

入院支援室開設

入院支援室の取り組み

2018年度診療報酬改定1-3　入院支援の推進②

入院前からの支援の機能強化（イメージ図）
外  来 入　　院

検査・治療
●治療方針の
　説明

●検査・治療内容の説明
✓持参薬の確認

外来において、
・入院生活のオリエンテーション
・患者情報や持参薬の確認
・リスクアセスメントや退院支援スクリーニング 等
を事前に実施

●入院生活の説明
✓患者情報（入院前のサービス利用等）の確認
✓療養上のリスクアセスメント（転倒・転落、褥瘡、認知症 等）

外来（地域、在宅）

療養の支援

✓退院支援スクリーニング
退院調整

治療のために一旦中止にし
なければならなかった内
服薬を飲んでいた、、

歩行に杖が必要な状態なの
に、トイレに遠いベッドだ、、

治療が始まった直後で大
変なのに、退院後の事なん
か考えられない、、

外  来 入　　院

検査・治療

療養の支援

退院調整

外来（地域、在宅）

患者は、入院生活
やどのような治療
過程を経るのかイ
メージし、準備した
上で入院に臨める。

病院は、患者個別の状況
を事前にアセスメントし
た上で患者を受け入れら
れるため、円滑な入院医
療の提供等につながる。

入院前からの支援の機能強化

従　来

1階に
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　令和３年12月1日（水）、今年度と昨年度の新
入職員を対象にBLS研修を行いました。
　当院では、職員が質の高い胸骨圧迫を行える
よう、アプリを使用し質の評価を行っています。
　今後も研修を継続し、どの様な状況でも対応
できるよう取り組んで参ります。

BLSとは … 心停止または呼吸停止に対する一
次救命処置。
急に倒れたり窒息したりした人に対して、そ
の場に居合わせた人が、救急隊や医師に引き
継ぐまでの間に行う応急手当のこと。

令和3年度
広域防災拠点訓練（SCU開設訓練）に参加

BLS研修 胸骨圧迫のポイント
有効な絶え間ない胸骨圧迫!!
①位置 ： 胸骨の下半分
②姿勢 ： 腕は垂直
③速さ ： 100 ～ 120回／分
④深さ ： 約5cm（6cmを超えない）⑤圧迫解除
手根部で！
指先は必ず胸壁から離す！

SCUとは … ステージング・ケア・ユニット：広域搬送拠点臨時医療施設。
災害時に、自衛隊基地、空港、公園などの広い平地に臨時の医療施設を設置し、
傷病者を自衛隊機やドクターヘリで治療可能な医療機関へ搬送する拠点のこと。
傷病者の状態の評価や搬送先・優先順位の決定などを行う。

　令和３年11月13日（土）、昭和電工武道スポーツセンター武道場にて、令和3年度広域防災拠
点訓練（SCU開設訓練）が行われました。当院からはチームとして、蔵田救急・診療部長、
高丸看護師、稲生看護師、都甲業務調整員の４名で参加しました。

概要 … 南海トラフ巨大地震発生を想定した総合防災訓練。広域防災拠点である大分スポーツ
公園内の昭和電工武道スポーツセンター武道場にSCUを設置し傷病者の受入、搬送対応の
流れを確認する。

　災害はいつどこで発生してもおかしくありません。当院は災害拠点病院・大分DMAT指定病
院として、宇佐高田地域災害医療の中心的な役割を担っています。今後も関係各所と連携し定
期的な訓練を行い、有事の際に迅速かつ適切な対応ができるよう取り組んで参ります。
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　新型コロナウイルス感染防止対策に関して、多くの医療資源、応援の品々
を頂いております。職員一同、温かいご厚意に対しまして心より感謝申し
上げます。大切に使用、活用させて頂きます。
　今後も感染防止対策を徹底し、安心・安全な医療を提供で
きるよう尽力して参ります。

病院長　柏木　孝仁

医療資源、応援の品々を寄贈して頂き有難うございます

寄　贈　者

くれさき循環器クリニック 様

三和酒類株式会社 様

宇佐胃腸内科医院 様

木村 則秋 様

宇佐ロータリークラブ 様

安心院フェア実行委員会 様

個人 様

寄　贈　物

フェイスシールド400枚

いいちこ下町のハイボール、
いいちこ下町のハイボール
GOLDEN BLEND　計1104本

N95マスク500枚（20枚入り25箱）

花2鉢

フルリクライニング車椅子2台、
リクライニング車椅子（酸素ボンベ架台）2台、
車椅子背折れ式1台

シャインマスカット10房

ベゴニア３鉢

受領日

令和 ３年 6月

令和 ３年 7月

令和 ３年 7月

令和 ３年 8月

令和 ３年 9月

令和 ３年 9月

令和 ３年 10月

　
厚
生
連
鶴
見
病
院 

研
修
医
の
淀 

怜
赳
（
よ
ど 

り
く
）

と
申
し
ま
す
。
私
は
２
０
２
０
年
３
月
に
大
分
大
学 

医

学
部 

医
学
科
を
卒
業
し
、
研
修
医
と
し
て
勤
務
を
始
め

て
２
年
の
月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
消

化
器
内
科
医
と
し
て
、
よ
り
専
門
的
な
分
野
に
進
み
、

大
分
県
の
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
は
地
域
医
療
の
勉
強
と
し
て
、
１
ヶ
月
間
、

宇
佐
高
田
医
師
会
病
院
で
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の

で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
本
研
修
中
は
主
に
消
化
器
内
科
の
外
来
診
療
や
内
視

鏡
検
査
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
宇
佐
高
田
医
師

会
病
院
は
検
診
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
て
い
る
た
め
、
消

化
器
内
視
鏡
の
件
数
が
多
く
、
ま
た
治
療
的
手
技
も
幅

広
く
施
行
さ
れ
て
い
る
た
め
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
医
師
同
士
の
距
離
が
近
い
た
め
、
内
科
と
外
科

と
の
連
携
が
強
く
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
医
療
が
提
供
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
宇
佐
高
田
医
師
会
病
院
の
特
徴
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
研
修
の
主
題
で
あ
る
「
日
常
生
活
や
居
住

す
る
地
域
の
特
性
に
即
し
た
医
療
」
を
経
験
さ
せ
て
頂

き
、
今
後
の
医
師
人
生
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
を
学
べ

ま
し
た
。

　
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

お
か
げ
で
、
大
変
実
り
の
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
医

　淀

　
　怜
赳

研修医 地域医療実習

研修期間：2021年12月1日～ 12月31日
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①入職日  ②所属  ③モットー（一言）   ④趣味・特技 新
入
職
員
紹
介

よろしくお願いいたします。

宇佐高田医師会病院では、地域の中核病院として、地域医療に貢献し、医療水準の向上に努めるとともに、
心のこもった安心できる医療体制の構築、即ち「肌のぬくもりある医療」の実践を基本理念としています。
また患者様との信頼関係を高めるため、患者様と医療者のパートナーシップの確立を重要な事柄とし、
患者様参加型医療の確立に取り組んでいます。

宇佐高田医師会病院　病院長

患者様と医療者のパートナーシップ方針

患者様の権利
・ご自身の状態や医療行為について十分理解できる
まで説明を受けることができます。
・医療者から十分理解できるまで説明を受けた上で、
自由意志に基づき医療行為を選択または断ることが
できます。
・主治医より受けた診断、治療方針について他の
専門家に意見を求めたい場合は、セカンドオピニオン
制度を利用することができます。
・ご自身の診療に関する記録などの情報に関して、
開示を求めることができます。
・個人情報やプライバシーは保護されています。
・病院に対し種々の提言をすることができ、医療や
看護行為について相談することができます。

患者様へのお願い
・ご自身の健康状態や変化は、速やかにそして正確
に医療者にお伝えください。
・検査や治療などの医療行為は、十分な理解と合意の
上で受けてください。書類に署名をしていただく
ことがあります。
・納得できないことや、理解しづらいことは遠慮
せずにご質問ください。
・メモは遠慮なく取ってください。
・安全確保のためいろいろな場面で患者様ご本人の
確認をさせていただくことがあります。
・薬剤の確認など、自らの医療に積極的に参加して
ください。
・病院の快適な医療環境の維持にご協力ください。

　新型コロナウイルス感染症患者の急速な増加に伴い、大分県新型コロナウイルス感染症対策医療調
整班（大分県調整本部）及び大分県北部保健所から、重点医療機関として入院病床を現状の4床から
36床への拡充要請がありました。
　つきましては、令和４年１月17日（月）より要請解除の通知があるまで、医師会病院の一病棟を、
新型コロナウイルス感染症患者の受入れ専用病棟として運用しますのでお知らせ致します。
　なお、外来診療、救急診療、手術・カテーテル検査・内視鏡検査は通常通りです（空床状況により
一時的な受入れ制限あり）。
　大変ご迷惑をお掛け致しますが、宜しくご配慮の程お願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染症患者
入院病床拡充についてのお知らせ

①Ｒ3.12.1
②事務部　医事課
③日進月歩。よろしくお願いします。
④映画

榎本　佳乃子
えの もと か の こ

①Ｒ3.12.1
②看護部　看護師
③一生懸命頑張ります。
④ゴルフ、スノボー

竹永　　允
たけ なが まこと
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　氏　名　　　　専　門　領　域

陣林　伯男　　　循環器　内科一般

矢野　雄大　　　循環器　内科一般

近藤　克洋（非常勤）循環器科一般

篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般

齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般

岡嶋　智也　　　消化器科一般

成安　赳彦　　　消化器科一般

有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　

宗像さやか（非常勤）腎臓内科一般　

科　　別時間帯

午 前

午 後

　氏　名　　　　専　門　領　域

柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般

村上　光彦　　　消化器外科　外科一般

江上　拓哉　　　消化器外科　外科一般

蔵田　伸明　　　消化器外科　外科一般

藤島　宣大（非常勤）呼吸器内科

緒方　敦子（非常勤）呼吸器内科

中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般

幸野　和洋（非常勤）血液内科　内科一般

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

むら かみ みつ ひこ

くら あきのぶ

え がみ

た

やたく

外来担当医師一覧表

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／午後１：00～４：00

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝日、年末年始（12/30 ～ １/３）

●予約受付時間
　平日 午後2：00～5：00

令和４年２月10日現在

こん どう かつ ひろ

や の ゆう だい

しの はら てつ じ

おか じま

なり やす たけ ひこ

あり ま まこと

むな かた

ふじ しま ひろのぶ

お がた こあつ

なか やま とし ゆき

こう の かず ひろ

たしょう

やとも

さい とう ろう

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

呼 吸 器

循 環 器

外 科

腎 臓 内 科

血 液 内 科

―

―

―

―

―

―

―

―

陣　林

柏　木

成　安

緒　方

―

―

有馬（第1･第3）

中山（第2･第4）

矢　野

江　上

岡　嶋

―

近　藤

（心カテ検査）

（乳腺検査）

―

幸野（第３）

齋　藤

陣林（ペースメーカー）

蔵　田

岡　嶋

藤島（第2･第4）

―

―

―

―

篠　原

柏　木

岡　嶋

―

―

―

―

―

齋　藤

陣　林

村　上

成　安

担当医

―

―

宗像（第2･第4）

―

編集後記

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅

●ご案内図2022年２月10日発行ぬくもり　No.66

〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐635
TEL 0978-37-2300㈹ FAX 0978-37-2307

ホームページ　http://www.utihp.jp/

これまでの広報誌「ぬくもり」もホームページで閲覧できます。

宇佐高田医師会病院

●地域医療支援病院
●(財）日本医療機能評価機構認定

（機能種別版評価項目3rdG:Ver.2.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●NST稼働施設認定病院
●日本消化管学会胃腸科指導施設
●肝疾患診療協力医療機関

　明けましておめでとうございます。
　表紙は豊後高田市の富貴寺の南天です。
　南天は「難転：難を転じて福となす」に通じることから、
古くより縁起木として愛されてきました。江戸時代には、
魔除けや厄除けとして、多くの家に植えられるようになり
ました。こうした習俗は現在も日本の各地に残っており、
玄関、御手洗、鬼門の方角に植えられることが多いようです。
　昨年もコロナ禍で大変な一年でした。まだまだ終息の見
通しは立ちませんが、この大きな難が一日も早く去ること
を強く願います。

外科

呼吸器科

血液内科

循環器科

消化器科

腎臓内科
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